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政
治
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分
析

ー
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
政
党
組
織
1

岡

沢

憲

芙

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
連
合
政
治
の
永
い
伝
統
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
連
合
政
治
は
、
　
『
政
党
政
治
を
め
ぐ
る
神
話
』
に
反
逆
す

る
か
の
よ
う
に
（
L
・
ド
ッ
ド
　
岡
沢
訳
　
一
九
七
五
年
参
照
）
、
高
度
の
政
治
的
安
定
の
中
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
政
治
的
空
白
．

政
局
不
安
定
へ
の
埋
没
、
デ
ィ
セ
ソ
サ
ス
の
拡
散
・
無
責
任
政
治
の
拡
大
と
い
う
事
態
を
回
避
し
、
安
定
し
た
連
合
政
治
を
享
受
し
て
い

る
理
由
は
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。
「
連
合
政
権
は
必
然
的
に
政
局
不
安
定
を
惹
き
起
こ
し
、
短
命
政
権
に
終
わ
る
」
と
い
う
神
話
の
説
得

力
が
大
き
い
だ
け
に
興
味
深
い
。
政
党
（
と
り
わ
け
政
権
担
当
政
党
で
あ
る
社
民
党
）
の
行
動
様
式
、
紛
争
処
理
技
法
、
危
機
管
理
技

術
、
が
大
き
な
理
由
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
妥
協
を
積
み
上
げ
コ
ソ
セ
ソ
ナ
ス
範
域
を
拡
大
す
る
よ
う
要
求
す
る
制
度
的
配
列
（
イ
ン
プ
ッ

ト
過
程
の
開
放
・
整
備
）
も
理
由
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
膨
大
な
移
民
を
送
り
出
す
以
外
に
生
ぎ
過
る
方
法
が
な
か
っ
た
貧
し
い
国
を
世

界
で
も
最
も
豊
か
な
国
に
育
て
上
げ
た
国
民
の
忍
耐
力
、
力
に
よ
る
華
麗
な
問
題
解
決
よ
り
も
、
僅
か
な
実
利
を
優
先
さ
せ
る
超
プ
ラ
グ

マ
テ
ィ
ッ
ク
な
政
治
意
識
も
大
き
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
政
党
組
織
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
政
党
は
、
大
衆
組
織
政
党
と
し
て
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
青
年
組
織
に
対
す
る
国
庫
補
助
制
度
、
国
レ
ベ

ル
、
地
方
レ
ベ
ル
で
の
政
党
に
対
す
る
公
庫
補
助
制
度
の
存
在
が
、
組
織
活
動
活
性
化
の
一
要
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
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い
。
そ
の
結
果
、
ほ
と
ん
ど
の
政
党
は
精
緻
化
さ
れ
た
組
織
構
造
と
、
忠
誠
心
の
強
い
党
員
、
支
持
者
を
獲
得
し
て
い
る
。
こ
の
広
大
な

集
票
装
置
は
、
よ
ほ
ど
大
規
模
な
地
殻
変
動
で
も
生
じ
な
い
限
り
、
シ
ス
テ
ム
の
安
定
化
装
置
と
し
て
機
能
し
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

40

A
　
政
党
の
組
織
・
構
造

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
政
党
政
治
は
大
衆
政
党
ヨ
9
。
ω
ω
O
霞
謡
卑
に
支
配
さ
れ
て
い
る
。
左
党
共
産
党
に
は
全
体
主
義
的
エ
リ
ー
ト
政
党
へ

の
傾
向
、
穏
健
統
一
党
と
国
民
党
に
は
、
M
・
デ
ュ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
耳
翼
霞
一
〇
〇
U
二
く
Φ
£
興
の
い
う
幹
部
政
党
閃
9
。
q
①
愚
9
。
同
二
簿
へ
の
傾

向
を
指
摘
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
可
能
性
の
問
題
で
あ
り
、
一
般
的
に
は
、
大
衆
組
織
政
党
と
い
う
枠
組
内
で
の
ニ
ュ
ア

ン
ス
の
違
い
に
過
ぎ
な
い
（
竃
p
。
訂
ゆ
警
ぎ
お
。
。
ρ
ω
●
Φ
H
）
。

　
政
党
組
織
は
、
一
般
的
に
は
、
選
挙
政
党
組
織
く
笛
ご
帥
ぢ
9
・
「
二
①
け
ω
自
ひ
q
9
。
巳
ω
9
二
8
、
議
会
政
党
組
織
閃
蒔
ω
臨
Ω
。
σ
q
ω
陰
口
一
階
ω
霞
σ
q
鋤
巳
艶
・

鉱
8
、
連
携
グ
ル
ー
プ
組
織
ω
置
。
自
α
q
螢
三
。
。
①
二
8
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
選
挙
政
党
組
織
は
、
選
挙
の
レ
ベ
ル
に
対
応
し
て
、

全
国
組
織
図
騨
ω
o
薦
餌
巳
鋸
江
。
コ
、
地
域
組
織
U
凶
ω
三
際
ω
o
お
①
艮
。
。
鋤
二
〇
ロ
、
地
方
組
織
い
。
吋
巴
。
お
餌
三
ω
。
。
謡
。
コ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

図
1
は
政
党
組
織
の
構
造
モ
デ
ル
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
ス
ケ
ッ
チ
し
て
あ
る
機
関
の
ほ
か
に
、
い
く
つ
か
の
政
党
は
各
界
の
代
表
者
を
吸

収
し
て
、
党
内
政
策
形
成
過
程
に
そ
の
意
見
・
利
益
を
反
映
さ
せ
る
た
め
の
評
議
員
組
織
を
作
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
国
民
党
は
、
図
2

で
も
判
る
よ
う
に
、
年
金
生
活
者
、
企
業
経
営
者
、
労
働
者
、
給
与
生
活
者
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
政
治
家
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
活
動
家
な
ど
の

代
表
者
を
組
織
し
て
い
る
。
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　　　　　　　　　図1

《連携・友好組織》

’スウェーデン政党組織のモデル

　《選挙組織》　　　　　　　　　　《院内政党組織》

婦人同盟
青年同盟
など

鰻［党首］

→選挙を示す

党執行部
執行委員会

委託謂議会

全国党大会

評議会・

議員総会
各種委員会

i行政省・院内

ﾏ員会に対応）

　　Distriktsor耳anisation

　　　　　地域組織
（国会議眞選挙区に1対応して組織）

　Lokalorgan．isation

　　　地方組織
（市民と政党を結ぶ組織〉

党 員

＊Mats　B証ck，1980，　S．94，　Arne　Halvarson，1982，　S．18

図2　国民党組織の構成
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B
　
全
国
組
織
閑
涛
。
。
自
磯
9
三
審
自
。
胃

　
B
－
1
《
全
国
党
大
会
》

　
最
高
の
議
決
機
関
は
党
全
国
大
会
勺
餌
必
要
9
蒔
お
。
・
器
旨
（
左
党
共
産
党
、
社
民
党
は
こ
の
名
称
を
用
い
て
い
る
が
、
国
民
党
は
ぴ
鋤
a
ω
－

曵
｝
8
、
中
央
党
は
菊
貯
ω
ω
一
四
ヨ
ヨ
⇔
、
穏
健
統
一
党
は
寄
三
珍
曽
筥
轟
と
い
う
名
称
を
用
い
て
い
る
）
。
全
国
党
大
会
は
毎
年
開
か
れ
る

中
央
党
を
除
い
て
、
三
年
毎
に
開
催
さ
れ
る
。
党
大
会
代
議
員
は
ど
の
政
党
と
も
地
域
レ
ベ
ル
の
党
支
部
で
選
出
さ
れ
る
が
、
代
議
員
の

数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
党
で
か
な
り
の
違
い
が
あ
る
（
ほ
ぼ
二
〇
〇
～
三
五
〇
名
）
。
国
民
党
　
約
三
〇
〇
名
、
穏
健
統
一
党
　
二
〇
〇
名

プ
ラ
ス
党
執
行
部
の
議
員
、
中
央
党
　
約
三
五
〇
名
、
社
民
党
　
三
五
〇
名
プ
ラ
ス
党
執
行
部
の
議
員
プ
ラ
ス
会
計
検
査
員
プ
ラ
ス
院
内

政
党
の
代
表
（
｝
〈
①
楓
ー
ノ
N
一
一
げ
①
一
ヨ
　
ぐ
唄
凶
⇔
ρ
く
一
ω
f
　
Φ
け
　
鋤
一
響
　
μ
り
刈
卜
Q
）
。

　
党
全
国
大
会
の
業
務
は
、

α
　
党
プ
ロ
グ
ラ
ム
娼
貧
二
℃
δ
σ
q
「
9
ヨ
の
承
認

②
　
党
則
づ
9
。
註
ω
欝
自
ぴ
q
幾
の
承
認
（
組
織
改
変
の
決
定
）

㈹
　
党
執
行
部
O
鉾
一
一
巽
旨
色
ω
①
の
選
出
（
党
執
行
部
は
次
期
大
会
ま
で
の
間
、
党
運
営
に
責
任
を
持
つ
）

ω
　
党
首
b
碧
二
〇
「
α
h
α
轟
口
α
Φ
の
選
出

㈲
　
党
執
行
部
か
ら
の
報
告
の
採
択
（
党
執
行
部
に
対
す
る
態
度
決
定
）

㈲
　
個
人
党
員
、
地
方
組
織
、
地
域
組
織
か
ら
提
出
さ
れ
た
動
議
の
処
理

党
大
会
は
、
こ
う
し
た
業
務
を
通
じ
て
、
党
活
動
の
フ
ォ
ー
マ
ル
な
枠
組
を
決
定
す
る
。
だ
が
、
近
年
で
は
、

多
く
の
国
の
政
党
の
場
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合
と
同
様
、
実
質
審
議
の
場
と
い
う
よ
り
は
セ
レ
モ
ニ
ー
の
場
に
な
る
傾
向
が
強
い
。
来
た
る
べ
き
選
挙
を
勝
ち
抜
く
た
め
に
党
員
の
士

気
を
高
め
、
党
内
結
束
を
強
め
る
場
と
な
る
こ
と
が
多
い
。
選
挙
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
執
行
部
原
案
通
り
に
満
場
一
致
で
承
認
し
、
選
挙
運
動

の
成
功
を
誓
う
と
あ
と
ば
解
散
を
待
つ
だ
け
で
あ
る
。

　
B
－
2
《
党
評
議
会
》
・
《
委
託
評
議
会
》
・
《
全
国
会
議
》

　
社
民
党
を
除
く
す
べ
て
の
政
党
は
、
覚
執
行
部
の
議
員
、
指
導
的
な
党
官
僚
、
機
関
紙
の
代
表
、
連
携
組
織
の
代
表
、
党
大
会
で
選
出

さ
れ
た
人
物
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
代
表
機
関
を
制
度
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
党
大
会
か
ら
次
の
党
大
会
ま
で
の
間
、
諮
問
機
関
と
し
て

機
能
す
る
機
関
で
あ
り
、
広
範
な
党
内
世
論
を
代
表
す
る
よ
う
期
待
さ
れ
て
い
る
。
党
大
会
と
違
っ
て
簡
単
な
手
続
き
で
召
集
さ
れ
る

（
7
画
凶
一
ω
　
ゆ
獣
O
評
”
　
一
り
Q
Q
O
◎
　
ω
り
　
Φ
ω
）
。
全
国
党
大
会
が
開
か
れ
な
い
年
に
全
国
大
会
の
代
わ
り
を
す
る
機
関
で
あ
る
か
ら
規
模
は
比
較
的
大

き
い
。
中
央
党
と
国
民
党
は
委
託
評
議
会
h
酵
茸
o
o
づ
α
Φ
醇
α
、
穏
健
統
一
党
は
党
評
議
会
℃
霧
二
歳
傷
、
左
党
共
産
党
は
全
国
会
議
ユ
評
。
。
・

犀
。
昌
h
Φ
お
⇒
ω
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は
中
央
党
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
き
た
い
。

　
中
央
党
の
場
合
、
委
託
評
議
会
は
、
ω
各
地
域
の
党
お
よ
び
連
携
組
織
の
メ
ン
バ
ー
五
、
○
○
○
人
に
付
き
一
人
の
代
表
、
㈹
院
内
政

党
の
議
員
一
〇
人
に
付
き
一
人
の
代
表
、
㈹
中
央
党
婦
人
同
盟
、
中
央
党
青
年
同
盟
の
執
行
部
お
よ
び
各
組
織
二
人
の
代
表
（
こ
の
代
表

に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
執
行
部
が
選
出
）
、
㈲
党
機
関
紙
お
よ
び
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
協
会
の
代
表
、
で
構
成
さ
れ
る
（
合
計
約
八
五
名
）
。

委
託
評
議
会
は
党
執
行
部
と
同
じ
議
長
を
持
っ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
年
に
二
回
開
催
さ
れ
る
（
春
議
会
開
会
中
と
秋
議
会
開
会
中
）
。

さ
ら
に
、
党
執
行
部
が
必
要
と
考
え
た
時
、
議
員
の
三
分
の
一
が
要
求
し
た
時
に
も
開
催
さ
れ
る
。
近
年
で
は
年
三
回
開
か
れ
る
の
が
通

例
に
な
っ
て
い
る
。
㈲
五
月
中
旬
。
㈲
六
月
の
党
大
会
と
の
関
係
で
一
回
（
党
執
行
部
に
入
る
議
員
の
選
挙
が
行
な
わ
れ
る
）
。
㈲
一
〇

月
間
は
＝
月
。
党
則
に
よ
れ
ば
、
委
託
評
議
会
の
業
務
は
、
全
国
組
織
、
院
内
グ
ル
ー
プ
、
党
地
方
支
部
間
の
情
報
交
換
を
促
進
し
、
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図3　穏健統一党の組織
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図5　国民党の組織
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相
互
に
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を
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か
つ
具
体
的
問
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い
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討
議
す
る
こ
と
で

あ
る
。
党
大
会
も
し
く
は
党
執
行
部
の
問
題
が
評
議
会
に
対
し
て
決
着

を
つ
け
る
よ
う
委
託
さ
れ
た
場
合
に
は
、
評
議
会
ぱ
決
定
機
関
と
な
る

（
頃
帥
唄
一
＜
一
一
げ
Φ
一
ヨ
　
＜
『
一
昌
ρ
＜
一
ω
ゴ
　
①
け
　
鋤
一
曽
　
一
Φ
『
b
◎
層
　
ω
．
　
一
ら
①
一
ら
刈
）
。

　
B
－
3
《
党
執
行
部
》
・
《
執
行
委
員
会
》

　
し
か
し
、
党
大
会
か
ら
次
の
党
大
会
ま
で
の
間
、
党
を
指
導
す
る
最

も
重
要
な
機
関
は
党
執
行
部
づ
霞
識
ω
q
お
一
ω
o
昌
と
そ
の
執
行
委
員
会

く
Φ
美
ω
け
巴
冨
⇒
畠
①
三
ω
吋
。
茸
で
あ
る
　
（
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
三
党
は
活
動
委
員

会
霞
σ
Φ
冴
三
ω
吋
。
＃
と
い
う
名
称
を
用
い
て
い
る
）
。
こ
れ
ら
の
機
関

は
、
党
を
直
接
指
導
し
、
党
の
院
内
グ
ル
ー
プ
と
の
関
係
を
維
持
す
る

責
任
を
持
っ
て
い
る
。
党
執
行
部
と
執
行
委
員
会
の
権
力
配
分
は
政
党

に
よ
っ
て
か
な
り
違
っ
て
お
り
、
社
民
党
の
よ
う
に
党
執
行
部
の
規
模

が
大
き
い
政
党
で
は
小
規
模
な
執
行
委
員
会
の
地
位
が
強
化
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、
穏
健
統
一
党
と
社
民
党
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た

い
。　

穏
健
統
一
党
の
執
行
部
は
、
党
大
会
で
選
出
さ
れ
る
。
そ
の
構
成

は
、
党
首
、
二
人
の
副
党
首
、
党
大
会
で
選
出
さ
れ
る
一
〇
人
の
メ
ソ
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バ
ー
、
婦
人
同
盟
お
よ
び
青
年
同
盟
の
議
長
、
副
議
長
（
二
人
）
。
国

会
議
員
の
比
重
が
大
き
い
。
党
首
、
副
党
首
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
国

会
議
員
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
党
大
会
で
選
出
さ
れ
る
執
行
部

メ
ン
バ
ー
の
う
ち
五
～
六
名
が
国
会
議
員
で
あ
る
。
幹
部
政
党
へ
の
傾

向
が
あ
る
と
称
さ
れ
る
原
因
の
一
つ
で
あ
る
。
執
行
部
の
業
務
は
、
ω

党
の
政
治
・
経
済
・
行
政
活
動
の
計
画
と
指
導
、
②
院
内
政
党
と
の
関

係
維
持
、
㈹
地
方
支
部
の
活
動
へ
の
援
助
と
監
督
（
党
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

当
該
党
則
、
党
大
会
決
議
に
準
じ
た
活
動
を
実
現
す
る
た
め
）
。
党
則

に
従
え
ば
、
党
執
行
部
は
一
年
に
最
低
四
回
召
集
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
最
低
一
〇
回
は
召
集
さ
れ
て
い
る
（
区
鴬
ギ

＜
一
夢
。
一
∋
を
ぎ
ρ
≦
ω
f
①
一
巴
”
同
㊤
鵡
響
ω
●
◎
。
㊤
）
。

　
穏
健
統
一
党
の
活
動
委
員
会
母
び
Φ
冨
二
一
ω
吋
。
詳
は
、
党
執
行
部
に
よ

っ
て
選
出
さ
れ
る
。
構
成
は
党
首
、
婦
人
同
盟
お
よ
び
青
年
同
盟
の
議

長
、
党
大
会
で
選
出
さ
れ
て
党
執
行
部
に
席
を
連
ね
て
い
る
メ
ン
バ
ー

か
ら
四
名
、
で
あ
る
。
活
動
委
員
会
の
業
務
は
、
ω
懸
案
問
題
の
準

備
、
②
決
定
の
実
行
、
㈹
執
行
部
会
議
ま
で
待
て
な
い
緊
急
問
題
が
発

生
し
た
場
合
、
そ
の
問
題
の
決
定
・
解
決
。
活
動
委
員
会
は
一
年
に
最
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図7　左党共産党の組織
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r
匹
一
　
勝
I
I
1
8
亀

難
で
あ
る
。
党
執
行
部
は
、
党
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
党
則
、
党
大
会
決
議
に
従
っ
て
党
の
活
動
を
指
導
す
る
機
関
で
あ
る
が
、

さ
れ
な
い
期
間
は
、
党
の
最
高
決
定
機
関
で
も
あ
る
。
党
執
行
部
は
三
五
名
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
る
。

委
員
会
く
Φ
蒔
ω
琶
冨
口
q
①
二
一
路
。
＃
を
構
成
す
る
。
執
行
部
は
、

（
党
執
行
部
の
議
長
で
あ
る
と
同
時
に
、
執
行
委
員
会
の
議
長
で
も
あ
る
）
、

の
構
成
で
特
徴
的
な
こ
と
は
国
会
議
員
の
比
重
が
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。

ち
三
〇
名
が
国
会
議
員
か
ら
選
出
さ
れ
た
。
年
一
回
四
月
に
年
次
会
議
を
開
く
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

必
要
と
考
え
た
場
合
、
も
し
く
は
党
執
行
部
メ
ン
バ
ー
の
五
名
が
要
求
し
た
場
合
に
は
、

～
一
〇
回
召
集
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
召
集
の
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
は
党
首
も
し
く
は
幹
事
長
が
と
る
こ
と
が
多
い
。
議
会
会
期
の
前

に
は
召
集
さ
れ
る
慣
習
が
定
着
し
て
い
る
。
ま
た
、
選
挙
の
年
に
は
、
一
般
に
、
選
挙
結
果
を
分
析
す
る
た
め
に
召
集
さ
れ
る
（
一
〇

月
）
コ
党
執
行
部
は
、
党
活
動
を
指
導
す
る
と
い
う
一
般
的
な
規
定
を
超
え
て
、
党
則
は
党
執
行
部
に
さ
ま
ざ
ま
な
行
動
を
要
求
し
て
い

低
一
〇
回
開
催
さ
れ
る
。
党
の
第
二
副
党
首
が
議
長
役
を
務
め
る
が
、

こ
れ
は
党
首
の
業
務
を
軽
減
し
よ
う
と
す
る
配
慮
か
ら
で
あ
る
（
閑
餌
ギ

≦
二
色
ヨ
雪
ぎ
ρ
詮
ω
計
象
9
。
一
讐
お
臨
画
ω
’
◎
。
㊤
）
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
穏

健
統
一
党
の
場
合
、
執
行
部
、
活
動
委
員
会
と
も
規
模
が
小
さ
い
の

で
、
そ
れ
だ
け
機
能
的
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
少
数
者
へ
の
権
力

集
中
度
が
高
い
と
言
え
よ
う
。

　
社
民
党
の
執
行
部
は
逆
に
、
規
模
が
大
き
過
ぎ
て
円
滑
な
作
動
が
困

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
党
大
会
が
召
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
う
ち
七
名
が
党
の
執
行

執
行
委
員
会
と
同
様
、
党
大
会
に
よ
っ
て
直
接
選
出
さ
れ
る
。
党
首

　
　
　
　
事
務
局
長
、
幹
事
長
は
特
別
に
選
出
さ
れ
る
。
党
執
行
部

　
　
　
一
九
六
九
年
党
大
会
で
は
、
三
五
名
の
執
行
部
メ
ソ
パ
ー
の
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
、
執
行
委
員
会
が
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
都
度
召
集
さ
れ
る
。
近
年
で
は
一
年
に
五
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る
。
例
え
ば
、
前
年
度
の
党
会
計
、
党
活
動
、
お
よ
び
次
活
動
年
度
の
予
算
案
に
関
す
る
執
行
委
貝
会
の
報
告
・
説
明
に
対
す
る
態
度
を

決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
党
首
、
党
幹
事
長
の
給
与
も
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
党
大
会
に
提
出
さ
れ
る
動
議
に
対

し
て
、
党
執
行
部
は
意
見
を
表
明
す
る
。
動
議
と
そ
の
意
見
は
、
党
執
行
部
を
通
し
て
、
党
大
会
の
少
な
く
と
も
六
週
間
前
に
労
働
コ
ミ

ュ
ー
ン
、
大
会
オ
ン
ブ
ッ
ズ
に
送
付
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
区
鋤
《
ー
ノ
N
一
一
『
①
一
身
　
芝
一
コ
ρ
＜
一
ω
r
　
O
け
　
金
銅
嘘
　
目
㊤
刈
卜
◎
響
　
ω
．
　
ト
の
O
心
1
0
①
）
。

　
社
民
党
の
執
行
委
員
会
ば
、
党
則
に
よ
れ
ば
、
党
大
会
の
決
定
が
実
行
さ
れ
る
の
を
監
視
す
る
機
関
で
あ
る
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、

党
執
行
部
に
責
任
を
負
っ
て
、
党
活
動
を
直
接
的
に
指
導
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
執
行
委
員
会
は
党
大
会
に
よ
っ
て
直
接
選
出
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
党
執
行
部
の
尊
名
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
る
。
党
大
会
で
直
接
選
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
党
執
行
部
で
の
内
部
選

出
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
執
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
中
か
ら
、
党
首
と
幹
事
長
が
党
大
会
に
よ
っ
て
直
接
選
出

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
執
行
委
員
会
の
構
成
で
特
に
顕
著
な
特
徴
は
、
人
材
構
成
の
継
続
性
と
安
定
性
が
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。
一
九
六
〇

年
代
を
通
じ
て
、
交
代
が
生
じ
た
の
は
僅
か
三
名
だ
け
で
あ
っ
た
。
最
も
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
の
は
一
九
六
九
年
で
あ
っ
た
が
、
こ
の

時
の
党
大
会
は
0
・
パ
ル
メ
を
党
首
に
選
出
し
た
大
会
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
党
首
交
代
で
も
な
い
限
り
、
執
行
委
員
会
の
構
成
に

大
き
な
変
化
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
七
二
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
党
執
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
平
均
一
六
年
間
も
党
の
指
導
部

に
席
を
占
め
て
い
た
。
最
長
は
T
・
ニ
ー
ル
ソ
ソ
目
○
屋
8
日
中
一
一
。
。
ω
8
の
三
二
年
間
で
あ
っ
た
（
そ
の
時
点
で
の
最
短
は
パ
ル
メ
で
あ

っ
た
。
六
九
年
に
党
首
に
選
出
さ
れ
て
以
来
僅
か
三
年
間
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
来
、
執
行
委
員
で
あ
る
か
ら
、
八
三
年
時
点
で

は
一
四
年
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
）
。
人
材
構
成
に
変
化
が
少
な
い
と
い
う
事
実
か
ら
も
容
易
に
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
執
行
委
員
会
メ

ン
バ
ー
の
平
均
年
齢
は
、
こ
の
国
の
政
治
的
常
識
か
ら
す
る
と
、
か
な
り
高
く
、
七
二
年
時
点
で
約
六
〇
歳
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
こ

で
も
国
会
議
員
の
圧
倒
的
優
位
を
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
七
二
年
時
点
で
、
執
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
七
名
全
員
が
同
時
に
国
会
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議
員
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
六
九
年
の
執
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
署
名
の
う
ち
署
名
が
大
臣
で
あ
っ
た
。
第
二
次
大
戦
後
の
慣
習
と
し
て
、

「
重
い
」
省
（
例
え
ば
、
財
務
省
、
外
務
省
、
国
防
省
）
の
大
臣
に
執
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
就
任
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

党
執
行
部
と
執
行
委
員
会
の
構
成
を
比
較
す
る
と
、
執
行
委
員
会
の
同
質
性
と
継
続
性
の
大
き
さ
が
印
象
的
で
あ
る
。
再
選
頻
度
は
高
い

し
、
大
臣
、
国
会
議
員
の
比
率
も
は
る
か
に
平
ぎ
い
。
平
均
年
齢
も
高
い
。
こ
の
よ
う
な
形
で
党
i
院
内
グ
ル
ー
プ
ー
政
府
間
の
関

係
が
執
行
委
員
会
の
中
で
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
執
行
委
員
会
は
、
普
通
に
は
、
党
首
と
幹
事
長
の
話
し
合
い
で
召
集
さ
れ
る
。

党
則
に
は
、
召
集
に
関
す
る
規
定
は
な
い
。
月
に
一
回
開
か
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
既
述
し
た
よ
う
に
、
執
行
委
員
会
は
党
会
計
に
つ

い
て
説
明
し
、
次
活
動
年
度
の
予
算
案
を
提
出
す
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
党
の
財
政
と
資
源
配
分
に
当
っ
て
執
行
委
員
会
が
大
き
な
影
響

力
を
行
使
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
社
民
党
の
執
行
委
員
会
は
、
党
組
織
と
党
経
済
の
運
命
を
左
右
す
る
決
定

的
に
重
要
な
力
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
】
〈
帥
《
ー
ノ
N
一
一
プ
①
一
葦
　
ぐ
く
一
口
O
く
一
ω
f
　
⑦
け
　
9
r
　
H
㊤
刈
b
こ
．
　
q
D
．
　
b
◎
O
『
一
H
O
）
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま

国
家
の
政
府
権
力
に
横
滑
り
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

C

地
域
組
織
⇔
駐
母
貯
駐
自
σ
q
僧
胃
富
9
試
。
胃

　
地
域
組
織
は
国
会
議
員
選
挙
・
選
挙
区
に
対
応
し
て
作
ら
れ
て
い
る
組
織
で
あ
る
。
社
民
党
と
左
党
共
産
党
は
党
地
域
連
合
会
唱
9
。
簿
碧

島
2
二
ζ
と
い
う
名
称
を
、
穏
健
統
一
党
は
県
連
合
会
感
諺
h
o
、
『
σ
毒
傷
、
中
央
党
は
選
挙
区
連
合
会
島
ω
累
算
、
国
民
党
は
選
挙
区
連
合

会
く
9
。
涛
『
黛
獣
。
、
【
σ
琶
畠
と
い
う
名
称
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
組
織
の
主
た
る
業
務
は
、
ω
全
国
党
大
会
へ
の
代
議
員
の
選
出
（
社
民

党
を
除
く
）
、
②
国
会
議
員
選
挙
の
候
補
者
の
指
名
、
㈹
地
方
組
織
と
全
国
組
織
の
媒
介
。
こ
こ
で
は
社
民
党
の
地
域
組
織
を
主
に
、
候

補
者
指
名
手
続
き
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
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地
域
レ
ベ
ル
で
の
社
民
党
の
中
心
的
組
織
は
党
地
域
連
合
会
で
、
原
則
と
し
て
、
国
会
議
員
選
挙
区
に
対
応
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。
地

域
連
合
会
に
お
け
る
最
高
の
議
決
機
関
は
地
域
党
大
会
＆
ω
三
ζ
ω
吋
。
轟
お
ω
ω
o
旨
で
あ
る
。
地
域
党
大
会
は
年
一
回
開
か
れ
、
地
域
執
行

部
a
ω
霞
毛
並
ω
身
H
o
一
ω
①
と
執
行
委
員
会
く
Φ
蒔
ω
感
一
ξ
＆
Φ
葺
ω
吋
。
詳
を
選
出
し
、
ま
た
、
個
人
党
員
や
労
働
コ
ミ
ュ
ー
ン
か
ら
提
出
さ

れ
た
動
議
を
処
理
す
る
。
す
べ
て
の
労
働
コ
ミ
ュ
ー
ン
は
党
員
数
に
比
例
し
て
大
会
代
議
員
を
選
出
で
き
る
。
当
該
地
方
の
社
民
党
県
会

議
員
は
前
年
度
の
自
己
の
活
動
報
告
を
党
大
会
に
書
式
で
提
出
す
る
。
ま
た
、
当
該
地
方
に
属
す
す
べ
て
の
党
員
は
代
議
員
選
挙
に
参
加

す
る
権
利
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　
地
域
執
行
部
は
地
域
の
党
活
動
を
指
導
す
る
。
ま
た
、
地
域
党
大
会
が
開
か
れ
て
い
な
い
時
は
、
当
該
地
域
の
最
高
の
議
決
機
関
と
な

る
。
最
低
書
名
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
う
ち
少
な
く
と
も
艦
名
が
執
行
委
員
会
を
構
成
す
る
。
執
行
委
員
会
は
、
地
域
党
大

会
、
地
域
執
行
部
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
決
定
が
実
行
さ
れ
る
の
を
監
督
し
、
地
域
党
活
動
を
直
接
的
に
指
導
す
る
（
訳
9
・
図
－
≦
ぎ
①
巨

芝
旨
ρ
5
ω
r
o
一
9
。
一
”
δ
刈
N
ω
．
ド
8
）
。

　
《
候
補
者
指
名
》

　
県
会
議
員
選
挙
一
差
α
ω
二
昌
ひ
q
ω
日
。
旨
9
＜
巴
の
場
合
、
地
域
執
行
部
は
、
選
挙
の
二
ヵ
月
前
に
、
県
会
議
員
選
挙
の
選
挙
区
内
に
あ
る
労

働
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
代
表
者
と
の
会
議
を
設
定
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
そ
の
目
的
は
、
選
挙
の
準
備
を
す
る
こ
と
、
候
補
者
リ
ス
ト
を
作

成
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
選
挙
区
内
党
員
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
方
法
で
候
補
者
リ
ス
ト
を
承
認
し
て
も
ら
う
か
を
決
定
す
る
こ
と
、
で

あ
る
。
投
票
資
格
を
持
つ
代
議
員
の
最
低
四
分
の
一
が
要
求
す
れ
ば
、
候
補
者
リ
ス
ト
は
一
般
投
票
㊤
＝
ヨ
ぎ
9
舞
α
ω
9
ぎ
α
q
に
付
さ
れ

る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
予
備
選
挙
冒
。
＜
＜
巴
は
実
際
に
は
起
れ
に
し
か
行
な
わ
れ
な
い
（
も
し
行
な
わ
れ
た
ら
、
す
べ
て
の
党
員

が
、
提
案
さ
れ
て
い
る
候
補
者
名
に
順
位
を
付
け
る
機
会
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
〉
ヨ
。
国
風
く
①
屋
o
P
お
Q
。
b
。
”
ω
・
b
。
◎
）
。
一
般
的
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に
は
、
代
議
員
会
議
。
ヨ
σ
＆
ω
日
0
8
も
し
く
は
一
般
党
員
集
会
ロ
。
＝
ヨ
目
算
ヨ
Φ
巳
Φ
ヨ
ω
日
9
①
で
候
補
者
リ
ス
ト
が
承
認
さ
れ
る
（
愚
老

の
場
合
は
、
当
該
選
挙
区
の
全
党
員
に
決
定
権
が
与
え
ら
れ
る
）
。

　
国
会
議
員
選
挙
の
場
合
は
、
党
地
域
執
行
部
が
決
め
た
期
限
内
に
、
候
補
者
リ
ス
ト
提
案
が
党
地
域
執
行
部
宛
送
ら
れ
る
。
地
方
組
織

だ
け
で
な
く
（
個
人
党
員
も
）
提
案
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
選
挙
区
内
の
労
働
コ
ミ
ュ
ー
ン
、
選
挙
区
執
行
部
、
お
よ
び
地
域
執
行

部
を
代
表
す
る
代
議
員
で
構
成
さ
れ
る
選
挙
会
穿
く
。
涛
8
8
拓
づ
ω
が
候
補
者
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
（
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
地
域
執
行
部

は
受
理
し
た
候
補
者
リ
ス
ト
提
案
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
）
。
選
挙
会
議
は
、
提
案
さ
れ
た
リ
ス
ト
を
直
ち
に
承
認
す

る
か
、
そ
れ
と
も
当
該
選
挙
区
内
党
員
に
よ
る
投
票
に
付
す
か
を
決
定
す
る
権
限
を
持
っ
て
い
る
（
党
員
の
予
備
選
挙
に
な
っ
た
場
合
、

投
票
資
格
は
、
一
八
歳
以
上
で
、
最
低
六
ヵ
月
以
上
党
に
属
し
て
い
る
す
べ
て
の
党
員
に
与
え
ら
れ
る
）
。
投
票
資
格
を
持
つ
代
議
員
の

少
な
く
と
も
四
分
の
「
が
要
求
す
れ
ば
、
候
補
者
リ
ス
ト
は
党
員
投
票
に
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
候
補
者
リ
ス
ト
を
地
域
年
次

党
大
会
象
ω
け
ユ
ζ
虫
ω
酵
葵
。
⇒
σ
q
お
ω
ω
で
承
認
・
作
成
す
る
と
い
う
方
法
も
あ
る
。
こ
の
方
法
は
、
最
も
一
般
的
で
儀
礼
に
も
叶
っ
て
い

る
よ
う
に
思
え
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
党
員
投
票
に
よ
る
候
補
者
リ
ス
ト
の
作
成
と
い
う
手
順
は
次
第
に
採
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
く
よ

う
に
思
わ
れ
る
（
国
p
ギ
≦
辰
巴
5
芝
ぎ
ρ
く
一
ω
け
”
卑
9
一
》
H
竃
b
。
冒
ω
●
ら
？
零
．
な
お
、
候
補
者
指
名
過
程
に
つ
い
て
は
、
曾
鉾
窪
ω
o
ぼ
¢
－

葺
＝
σ
q
鋤
仁
耳
Φ
ロ
巳
昌
σ
q
鋤
お
H
O
刈
卜
⊃
　
嵩
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。

D
　
地
方
組
織
巨
。
昇
巴
。
門
①
舜
㊤
5
厨
9
。
試
。
雷

　
政
党
の
地
方
組
織
は
、
こ
の
国
の
人
口
規
模
を
考
え
た
ら
異
常
と
表
現
で
き
る
ほ
ど
発
達
し
て
お
り
《
組
織
の
国
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
》

を
見
事
に
証
明
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
政
党
の
地
方
レ
ベ
ル
で
の
基
本
単
位
と
そ
の
概
数
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
穏
健
統
一
党
一
声
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方
協
会
一
〇
冨
＝
曾
Φ
巳
質
o
q
　
約
八
三
五
。
中
央
党
1
地
方
支
部
一
〇
冨
置
く
O
①
一
三
轟
　
約
二
、
一
五
〇
。
国
民
党
－
地
方
支
部
　
約
六
七

〇
。
社
民
党
i
労
働
コ
ミ
ュ
ー
ン
・
協
会
費
σ
①
富
8
吋
。
ヨ
ヨ
§
・
h
o
，
お
同
旨
σ
q
　
約
三
、
一
九
〇
。
左
党
共
産
党
一
労
働
コ
ミ
ュ
ー
ン
・
協

会
　
約
三
四
〇
（
》
「
口
①
　
＝
簿
一
く
㊤
目
ω
O
昌
一
　
一
㊤
◎
Q
N
り
　
ω
・
　
一
Q
c
）
。
こ
う
し
た
基
礎
単
位
の
業
務
は
、
e
の
党
員
の
補
充
、
②
コ
ミ
ュ
ー
ン
選
挙
へ
の

候
補
者
指
名
、
㈹
選
挙
活
動
の
組
織
、
ω
市
民
と
政
党
を
結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
チ
ャ
ネ
ル
の
提
供
、
㈲
コ
ミ
ュ
ー
ン
政
治
の
デ

ザ
イ
ン
、
で
あ
る
（
。
h
’
竃
魯
ω
ゆ
似
o
F
H
㊤
。
。
ρ
9
0
ω
）
。
近
年
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
統
合
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
こ
の
レ
ベ
ル
の
組
織
構
造

は
複
雑
に
な
っ
て
い
る
。
規
模
が
大
き
く
て
も
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
一
つ
の
地
方
組
織
し
か
な
い
場
合
も
あ
れ
ば
、
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ー

ン
に
複
数
の
地
方
組
織
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
最
近
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
党
は
、
同
じ
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
内
部
に
存

在
す
る
す
べ
て
の
地
方
単
位
を
統
合
す
る
協
同
機
関
を
新
ら
し
く
作
っ
て
い
る
。
穏
健
統
一
党
ー
コ
ミ
ュ
ー
ン
支
部
匿
。
ヨ
§
§
ξ
2
ω
．

中
央
党
ー
コ
ミ
ュ
ー
ソ
組
織
〆
。
旨
旨
琶
。
茜
餌
9
ω
讐
δ
戸
　
国
民
党
ー
コ
、
ミ
ュ
ー
ソ
協
会
ざ
ヨ
已
ニ
コ
剛
。
、
8
巳
ロ
α
q
．
社
民
党
t
党
支
部

b
9
。
同
二
ξ
象
ω
．
左
党
共
産
党
t
支
部
組
織
す
2
ω
自
σ
q
9
三
ω
9
二
〇
昌
・
　
こ
の
組
織
の
業
務
は
（
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
同
一
コ
ミ
ュ
ー
ン
に

複
数
の
基
礎
組
織
が
あ
る
場
合
に
限
る
の
だ
が
）
、
ω
基
礎
組
織
の
活
動
の
調
整
、
②
コ
ミ
ュ
ー
ン
選
挙
へ
の
候
補
者
の
指
名
、
㈹
選
挙

運
動
の
調
整
・
遂
行
、
ω
コ
ミ
ュ
ー
ン
・
レ
ベ
ル
で
の
政
党
補
助
金
の
受
領
、
で
あ
る
（
〉
ヨ
Φ
嵩
恥
く
9
。
『
ω
o
戸
一
㊤
◎
。
b
。
”
ω
．
一
㊤
）
。
こ
こ
で

は
社
民
党
の
地
方
組
織
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　
社
民
党
の
基
礎
単
位
は
労
働
コ
ミ
ュ
ー
ン
で
あ
り
、
党
に
入
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
組
合
、
協
会
、
個
人
を
吸
収
し
て
い
る
。

党
活
動
を
効
果
的
に
遂
行
す
る
た
め
に
も
、
労
働
コ
ミ
ュ
ー
ン
は
居
住
地
域
、
労
働
の
現
場
の
双
方
で
社
民
党
の
組
織
を
作
り
、
そ
れ
を
労

働
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
系
列
化
す
る
必
要
が
あ
る
（
前
者
が
居
住
地
協
会
ω
雷
雨
巴
色
ω
h
o
、
お
三
針
σ
q
”
教
区
協
会
h
禽
ω
9
。
ヨ
一
貯
σ
q
ω
h
酵
〇
三
山
α
q
嘘
後
者

が
職
場
ク
ラ
ブ
8
禽
匹
⊆
σ
び
）
。
労
働
コ
ミ
ュ
ー
ン
に
連
な
る
組
織
と
し
て
、
今
日
で
は
そ
の
他
に
、
友
愛
団
体
げ
「
o
恥
。
房
冨
℃
ω
鵯
ξ
℃
℃
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図8　社民党の組織（精図）

友愛グノレ
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＊KaジVilhelm　Winqvist，　et　al，1972，　S．191
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表9：社民党労働コミューン

　　　（1969年現在）

地域
労働コミ　メンバー

ユーン　数

253

　　1

88

61

71

　　1

93

75

104

50

71

76

37

44

52

58

48

102

168

64

78

130

38

63

71

79

42

174287
　　　，

95，199

69，659

48，351

46，282

43，676

34，083

29，500

28，946

26，508

25，515

24，875

24，489

23，631

23，153

23，116

22，199

20，212

20，193

19099
　　　，

15，717

15，054

耳2，652

11635
　　　，

11435
　　　，

　　9，351

　　7，701

　　　　984

Skδne

Stockholms　stad

Ostergbtland

S6dernlanland

StQckholms　lan

G6teborgs　stad

Orebro　Ian

Dalarna

Kalmar　lan

Uppsala　lan

j6nk6pings　lan

Gavleborgs】an

Vastmanland

Ha11・and

Blekinge　lan

Alvsborgs　s6dra

Alvsborgs　norra

varmland

Vasterbotten

BQhuslan
Angermanland

Norrbotten

Mede】pad

Kronoberg

Skaraborg

Jamtland

Gotland

Sj6folkets　Riksf6rbund

2，018 907，502．全国計

＊SOU　1972：17，　S．64．
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給
与
生
活
者
（
専
門
職
）
協
会
こ
ぎ
ω
鼠
日
き
⇒
鷺
騨
Φ
三
コ
α
q
”
婦
人
ク
ラ
ブ
犀
く
ぎ
コ
。
匹
犀
げ
ρ
青
年
ク
ラ
ブ
§
α
q
傷
。
ヨ
ω
匹
提
げ
ダ
文
化
労

働
者
協
会
閃
巳
8
ξ
碧
げ
2
p
跳
曾
Φ
巳
昌
ひ
q
な
ど
が
あ
る
。
労
働
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
指
導
は
そ
の
執
行
部
が
行
な
う
が
、
何
よ
り
も
先
ず
、
系
列

協
会
、
党
員
と
の
緊
密
な
連
絡
を
維
持
し
、
労
働
コ
ミ
ュ
ー
ン
内
の
積
極
的
活
動
を
先
導
し
、
か
つ
、
党
の
た
め
の
情
報
活
動
に
全
力
を

尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
労
働
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
最
高
議
決
機
関
は
コ
ミ
ュ
ー
ン
集
会
吋
。
ヨ
旨
二
ゆ
B
α
8
け
で
あ
り
、
こ
れ
に
は
、
す
べ

て
の
党
員
が
投
票
権
を
持
っ
て
い
る
。
　
（
規
模
の
大
き
な
労
働
コ
ミ
ュ
ー
ン
で
は
代
表
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
）
。
労
働
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
数
は
、
協
会
を
含
め
約
三
、
一
九
〇
で
あ
る
。
労
働
コ
ミ
ュ
ー
ン
そ
の
も
の
は
、
六
〇
年
代
以
降
コ
ミ
ュ
ー

ン
統
合
が
進
め
ら
れ
た
結
果
、
か
な
り
減
少
し
て
い
る
。
表
9
は
、
六
九
年
時
点
で
の
労
働
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
数
と
メ
ソ
パ
ー
数
で
あ
る
。

こ
れ
以
後
七
〇
年
に
は
、
＝
二
一
、
七
一
年
に
は
二
〇
六
減
り
、
七
二
年
に
は
一
、
六
八
一
に
な
っ
た
（
六
〇
年
代
を
通
じ
て
約
六
〇
〇



連合政治の組織論的分析

　　　　　　　　表10 党員数（婦人同盟，青年同盟を含む）

年 m穏健統一党 c中央党 fp国民党 s社民党　　vpk左党共産党

1，1．1965 197400 248300 115400 921500　　　　　25900

1．1．1966 180900 241800 114500 931600　　　　　25900

1．1．1967 170400 236000 1！6100 9・56σ0 P23500
L1．1968 162200 230700 115300 952600 @1　25000
1，1．1969 164500 229000 U73σ0 950000 @1　22200
1，1．1970 159300 226900 1127GO 977900　1　185db
1．1．1971 153700 2275GO　　　　　　I IG67GO 956600　　　　　　193θ0

＊SOU　l972：62，　S．33

　　　　　　　　　　　　表11：党員数と組織票率

　　　　M＝党員数（単位1000）．V＝得票数（単位1000）．0⊇組織票率（％）

穏健統．・党 国　民　党 中　処　党 社　民　党 左党共産党 計

M　　V　　O M　　V　　O M　　V　　O M　　　V　　O M　V　O　［ M　　　V　　O

1932 126　585　21 30　293　1Q 33　350　9 304　1040　29 30　206　19 523　2476　21

194S 115　478　24 85　882　9 145　480　30 635　1789　35 52　245　2！ 1⑪32　3879　26

1952 129　544　23 112　925　12 179　406　44 746　1742　42 30　164　12 1196　3781　31

1958 180　791　22 106　604　17 176　510　34 780　1318　42 23　155　正4 1265　3879　32

1962 199　627　31 108　694　15 178　529　33 836　2045　40 25　155　16 1346　4052　33

1970 129　574　22 94　807　12 182　991　18 907　2256　40 16　237　7 ！343　4975　27

1973 135　738　18 69　486　！4 201　1295　16 953　2248　42 15　275　5 1394　5160　27

1976 128　848　15 59　602　9 212　1310　16 lO60　2224　46 16　258　6 1499　5438　28

＊ParErik　Back，　Sten　Berglund，1978，　S．96

減
っ
た
）
。
　
コ
ミ
ュ
ー
ン
統
合
の
結
果
、
逆
に
、
労
働
コ
ミ
ュ

ー
ン
当
り
党
員
数
は
増
え
た
（
六
〇
年
に
は
平
均
約
三
〇
〇
名

で
あ
っ
た
が
、
七
〇
年
に
は
労
働
コ
ミ
ュ
ー
ン
当
り
党
員
数
は

四
五
〇
置
土
に
な
っ
た
）
。
労
働
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
規
模
は
地
域

に
よ
っ
て
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
最
大
の
労
働
コ
ミ
ュ
ー
ン

は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
労
働
コ
ミ
ュ
ー

ン
で
メ
ン
バ
ー
数
は
九
〇
、
○
○
○
人
を
超
え
て
い
る
。
そ
の

一
方
で
、
党
員
が
僅
か
五
～
三
〇
名
し
か
い
な
い
労
働
コ
ミ
ュ

ー
ン
が
約
四
〇
〇
あ
る
（
上
面
ギ
≦
ぎ
巴
ヨ
芝
ぎ
ρ
≦
鴇
’
2
帥
r

お
詞
’
ω
■
一
8
1
8
）
。

　
社
民
党
の
党
支
部
は
、
地
方
レ
ベ
ル
の
労
働
コ
ミ
ュ
ー
ン
と

地
域
レ
ベ
ル
の
党
地
域
連
合
会
の
中
間
に
位
置
す
る
組
織
単
位

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
党
則
に
よ
る
と
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
内
に
複

数
の
労
働
コ
ミ
ュ
ー
ン
が
存
在
す
る
時
に
、
党
支
部
を
設
置

し
、
労
働
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
活
動
を
調
整
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
組
織
単
位
は
、
コ
ミ
ュ
ー
ン
統
合
の
結
果

生
じ
た
便
宜
的
な
方
策
に
過
ぎ
ず
、
ま
た
、
労
働
コ
ミ
ュ
ー
ン
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表12：社民党メンバー数と組織票率

年
度

党員数 総得票数
組織票率
　　（％〉

6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
．
0
1
2
3
4

8
8
8
8
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
G
O
O
O
O
O
O
O
O
O
1
1
1
1
1

8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
．
1
1
1
1
1

1915
1916
1917
1918

1919’

1920
1921
1922
1923
1924
1925
1926
1927
1928
1929

1930

「1931

1932

　　3，194

　　6，922

　　7，534

　　5，630

　　6，571

　　7，625

10，250

15，646

27」36
39，4761

44，489

44，100

48，241

49，190

54，552

64，835

67，325

101，929
1．33，388

112，693

60，813

55，248

57，721

61，000

75，444

84，410

85，937

105，275

114，450

129，432

151，364

143，090

134，753

133，042

138，510

153，187

167，823

189，122

203，338

221，419

234，962

277，017

296，507

312，934

241．

749

1，207

1，250

37006

’8，751

26，Q83

54，044

172，196

4月228，662

9月265，428

288，777

195，121

630，855

725，407

873，931

1，040，689

924．2

544．4

1，251，7

1，480．0

562．1

258．1

208．5

33．5

0
ヲ
8

6
1
0
0
3
38．6

3
2

3
1
7
2
21．1

25．3

30．0’

年
度 党員数 総得票数

33

R4
R5

R6
R7

R8

R9

S0
S1

S2
S3

S4
S5

S6

S7

S8

S9

T0

T1

T2

T3

T4

T5

T6

T7

T8

T9

U0

U1

U2

U3

U4

U5
U6
U7

U8

U9

V0
V1

V2

V3
V4

V5

V6

V7

V8

V9

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
び
9
9
9
9
9

1
1
ρ
1
1
1
1
1
1
1
ー
ユ
ー
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

4
0
6
8
5
9
1
7
9
2
7
4
1
4
4
8
7
3
4
4
5
6
0
0
6
6
6
8
7
2
6
5
4
2
0
4
2
0
0
5
9
6

3
5
8
5
2
3
3
5
0
2
4
2
8
8
4
5
1
7
7
0
8
2
4
6
6
8
0
6
1
1
8
3
2
3
5
9
0
7
4
1
1
0

7
3
7
1
6
2
8
2
2
3
7
7
9
5
0
6
8
0
4
0
7
4
1
8
8
6
1
0
8
0
0
0
0
8
4
2
5
0
1
3
5
4

6
0
6
8
8
7
8
7
8
9
8
3
3
8
8
5
8
2
9
6
3
7
0
7
4
0
6
1
8
6
7
1
3
5
1
8
7
0
9
8
2
1

2
3
4
6
9
3
5
8
9
1
3
5
6
5
8
3
6
2
3
4
5
5
7
7
7
8
9
0
0
3
6
8
7
8
9
8
0
9
0
3
5
0

3
3
3
3
3
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
6
6
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
8
8
8
8
8
8
8
8
8
9
8
9
9
9
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

1，338，120

1，546，804

1｝4327571

1，789，459

1，742，2B4

1，729，463

1，776，667

2，033，016

2，066，923

2，420，277

2，256，369

2，247，727

2，324，603

2，356，234

＊William．Paterson，　A】astair　H．↑homas（eds．），1977，　pp．336．

組織票率
　　（％）

27．5

31．5

38．7

35．5

42．8

45．0

43，9

39．4

42．6

36．7

39．5

42．4
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表13　主要政党の職業別党員構成

《穏健統 ・党》 《中 央 党》 《国 民 党》 《社 民 党》

議 員 議 員 議 員 党 員

党員 地方 地域 党具 地方 地域 党員 地方 地域 玉入 集団加入 計

大企業経営者 600 7％ 8％ 0．1 0．0 2．9 0．6 3．3 3．6 0．0 0．0 0．0

高給・給学生活者 22 31 35 5．0 4．0 10．4 15．3 24．4 4L9 10．7 0．2 1．8

農・漁業従事者 6 30 18 72．9 85．6 58．4 7．4 10．4 8．4 0．5 o．1 0．2

給　与　生　活　者． 20 8 20 1．6 1．0 11．8 19．9 31．0 26．1 10．2 0．8 2．2

小企業経営者 14 12 6 2．7 1．4 1．6 22．8 6．1 14．3 4．6 O．0 0．7

職　．1：長，店　員 1 0 2 0．5 0．0 3．3 5．2 16．6 0．0 14．．9 4．9 6．4

L　業　労　働　者 2 1 0 2．8 0．0 2．6 L2 5．5 0．6 22．8 472 43．6

その他の労働者 2 7 0 7．8 8．0 1．6 8．2 5．9 3．7 23．6 42．4 39．6

職業活動な　し
ｻの他・無回答

25
Q 0

4

｝lo 3．6

R．0

0．0

O．0

1．1

U3
19．0

O．4

0．3

O．0

2．5

O．0

9．1

R．6

1．7

R．7

2．8

R．7

計 100 100 100 100．0 100．0 100．0 100．0 103．5 　　・P01．1 100．0 100．0 100．0

＊Mats　B配k，1980，　S．83，　Kay渦1ilhelm　Winqvist，　et　al，1972，　S．57，　l17，173，242をもとに作成。

　　　　　　　　　表14：主要政党の学歴別党員構成

《穏健続 ・党》 （中 央 党》 （国 民 党》 《杜 民 党》

議 員 議 員 議 員 党 員

党員 地方 地域 党員 地方 地域 党員 地万 地域 二八 襲団如入 計

国民学校・初等教育 26％ 1090 6％ 62．7 44．6 30．0 46．8 19．6 14．1 64．8 75．0 73．4

職　　業　　学　　校 3 15 6 5．7 12．5 23．2 8．9 4．5 9．9 10．0 13．5 13．0

中　　等　　教　　育 13 13 14 1．5 L2 9．6 3．7 9．6 9．9 L8 1．2 1．3

国民高等学校 13 14 5 16．9 35．5 24．1 1L5 24．5 10．0 12．3 2．8 4．2

ギ　ム　ナ　ジ　ウ　ム 7 11 16 2．4 0．6 2．7 5．6 15．3 14．7 0．9 0．0 0．1

ギムナジウム＋α 7 13 8 L9 O．0 1．7 8．0 5．9 10．6 0．9 0．0 0．1

単科大学／大学 20 20 31 1．5 1．8 7．4 7．7 15．5 23．2 4．5 0．0 0．7

その他・無回答 12 6 15 7．1 3．8 4．3 7．7 5．5 7．8 9．4 7．4 7．0

計 100 100 100 99．7 100．0 103．0 99．9 100．4 100．0 100．0 100．0 100．0

＊Kay・Vilheh　Winqvist，　et　d，1972，　S．57，117，176，242より作成。

を
基
礎
単
位
と
す
る
組
織
原
理
に
も
合
致
し
な
い
の
で
い
ず
れ

改
変
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
紹
介
し
た
基
礎
単
位
を
通
じ
て
、
多
く
の
市
民
が
直

接
も
し
く
は
間
接
的
に
政
党
に
加
入
し
て
い
る
（
表
1
0
参
照
）
。

そ
の
結
果
、
選
挙
に
際
し
て
、
各
党
が
獲
得
す
る
票
の
か
な
り

の
部
分
が
組
織
票
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
表
1
1
参
照
）
。
国
民
党

と
左
党
共
産
党
は
組
織
票
率
が
低
く
、
第
四
党
、
第
五
党
の
地

位
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
理
由
が
容
易
に
理
解
さ
れ
よ

う
。
逆
に
社
民
党
は
規
模
と
支
持
の
堅
さ
（
組
織
票
率
）
の
双

方
で
他
を
圧
倒
し
て
お
り
、
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
限
り
第
一

党
の
地
位
を
失
な
う
こ
と
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
表
1
2
参

照
）
。
「
連
合
政
治
の
安
定
装
置
」
、
「
社
民
主
導
の
連
合
政
治
」

と
評
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
《
党
員
構
成
》

　
表
1
3
は
、
主
要
政
党
の
職
業
別
党
員
構
成
、
表
1
4
は
学
歴
別

党
員
構
成
で
あ
る
。
穏
健
統
一
党
は
給
与
生
活
者
、
企
業
経
営

者
の
政
党
で
あ
り
、
党
員
の
学
歴
水
準
は
高
い
（
五
人
に
一
人
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が
大
学
卒
）
。
中
央
党
は
圧
倒
的
に
農
業
従
事
者
の
政
党
で
あ
り
、
他
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
政
党
と
対
照
的
に
、
給
与
生
活
者
の
比
重
は
小
さ

い
。
国
民
党
は
大
企
業
経
営
者
が
少
な
い
点
を
除
け
ば
、
穏
健
統
一
党
の
党
員
構
成
と
似
て
お
り
、
給
与
生
活
者
、
小
企
業
経
営
者
の
政

党
と
言
え
よ
う
。
知
識
人
の
政
党
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
実
際
に
ば
、
高
学
歴
層
は
党
員
に
は
あ
ま
り
な
っ
て
い
な
い
。
社
民
党

ぱ
労
働
者
の
政
党
で
あ
り
、
大
企
業
経
営
者
、
農
業
従
事
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

E

連
携
・
友
好
組
織
の
宣
。
自
ひ
弓
岱
昌
尻
岱
註
0
5
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そ
れ
ぞ
れ
の
政
党
は
、
い
く
つ
か
の
連
携
・
友
好
組
織
を
持
ち
、
緊
密
な
関
係
を
維
持
し
て
い
る
。
婦
人
同
盟
、
青
年
同
盟
は
、
特

に
、
近
代
政
党
と
同
じ
組
織
構
造
を
持
っ
て
お
り
、
大
ぎ
な
動
員
力
を
誇
っ
て
い
る
。
近
年
、
婦
人
同
盟
の
存
在
根
拠
が
論
争
の
対
象
に

な
っ
て
い
る
。
特
別
な
性
を
根
拠
と
し
た
特
別
な
組
織
が
政
党
運
動
の
主
張
す
る
両
性
平
等
主
義
に
抵
触
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑

問
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
時
点
で
は
左
党
共
産
党
を
除
い
て
、
婦
人
同
盟
に
対
す
る
対
応
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。
（
竃
讐
ω

ゆ
跨
〆
H
㊤
c
。
ρ
ω
●
綜
）
。

　
穏
健
統
「
党
　
①
穏
健
統
｛
党
婦
人
同
盟
竃
。
鳥
Φ
蚕
室
ω
鋤
巨
剛
轟
ω
宕
二
一
Φ
誘
国
≦
§
0
8
ひ
§
餌
（
竃
閑
局
）
一
六
七
年
時
点
で
、
全

国
に
三
五
〇
の
協
会
、
メ
ン
バ
ー
数
四
万
七
、
八
三
九
名
。
②
穏
健
青
年
同
盟
冨
O
α
Φ
轟
S
d
一
山
O
ヨ
ω
δ
『
9
づ
ら
9
（
】
≦
d
閃
）
一
六

八
年
時
点
で
、
全
国
に
約
五
〇
〇
の
協
会
、
メ
ン
バ
ー
数
約
三
万
四
、
○
○
○
名
。

　
国
民
党
　
①
国
民
党
婦
人
同
盟
閃
。
涛
℃
弩
二
卑
ω
閑
く
言
8
h
禽
び
§
α
（
哨
勺
凶
）
i
メ
ン
バ
ー
数
約
一
万
｝
、
○
O
O
名
。
②
国
民
党

青
年
同
盟
国
。
涛
O
碧
ユ
9
ω
¢
ロ
ひ
q
α
o
ヨ
ω
h
酵
げ
¢
づ
◎
（
閃
勺
d
）
一
七
〇
年
時
点
で
、
メ
ン
バ
ー
数
一
万
富
、
六
三
一
名
。
③
学
習
同
盟
．

成
人
学
校
ω
ε
9
臥
。
、
題
言
眉
目
く
二
×
o
寒
冒
。
冨
戸
④
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
左
翼
紙
協
会
ω
く
①
ユ
σ
q
①
ω
＜
ぎ
馨
Φ
6
δ
ω
ω
h
α
「
①
三
十
σ
q
t
七
一
年
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時
点
で
、
メ
ン
バ
ー
数
｝
三
六
名
。

　
中
央
党
　
①
中
央
党
婦
人
同
盟
O
o
づ
8
6
ρ
a
奪
ω
閑
証
蒙
o
h
臼
σ
§
仙
（
O
内
国
）
i
七
一
年
時
点
で
、
メ
ン
バ
ー
崇
重
万
五
、
六
三

九
名
。
②
中
央
党
青
年
同
盟
O
窪
δ
旨
ω
¢
蓋
O
o
日
。
。
ま
門
げ
二
巳
（
O
C
ご
ー
ー
七
一
年
時
点
で
、
メ
ン
バ
ー
数
四
万
国
、
八
一
五
名
。

　
社
民
党
①
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
社
会
民
主
党
婦
人
同
盟
ω
く
巽
置
①
ω
も
c
o
g
p
三
①
ヨ
。
ξ
9
け
冨
寺
内
く
葺
8
h
α
ぴ
二
巳
（
ω
ω
凶
閃
）
一
七
一

年
時
点
で
、
婦
人
ク
ラ
ブ
の
数
～
、
＝
「
六
、
七
二
年
時
点
で
メ
ン
バ
ー
外
因
万
｝
、
…
九
九
名
。
②
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
社
会
民
主
党
青
年

同
盟
ω
＜
興
耳
翼
ω
0
9
巴
α
⑦
5
0
町
鋤
け
覆
ざ
C
コ
α
q
α
o
日
ω
δ
吾
⊆
巳
（
ω
ω
d
）
i
七
一
年
時
点
で
、
青
年
ク
ラ
ブ
の
数
一
、
九
五
八
、
メ

ン
バ
ー
数
七
万
二
、
〇
六
七
名
。
③
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
キ
リ
ス
ト
教
徒
社
会
民
主
党
同
盟
ω
く
Φ
ユ
α
q
o
ω
閑
ユ
ω
窪
鋤
Q
D
o
。
ご
一
二
Φ
∋
o
ζ
讐
Φ
議

岡
α
吾
毒
α
i
七
二
年
時
点
で
、
メ
ン
バ
ー
数
愚
図
、
八
○
○
名
。
④
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
社
会
民
主
党
学
生
同
盟
ω
く
興
釘
Φ
ω
ω
o
。
古
色
雫

ヨ
。
ξ
碧
臼
ω
ω
ε
α
①
糞
h
曾
9
け
ゆ
（
ω
ω
ω
男
）
一
七
〇
年
時
点
で
、
学
生
ク
ラ
ブ
数
＝
二
、
メ
ン
バ
ー
数
約
二
、
○
○
○
名
。

F

院
内
政
党
組
織
閑
貯
ω
富
Φ
q
。
・
冒
母
諭
㊦
駐
自
②
弓
岱
冒
ヨ
出
直
。
昌

　
各
党
は
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
方
法
で
院
内
政
党
を
組
織
し
て
い
る
。
党
の
全
国
組
織
に
所
属
し
て
い
る
国
会
議
員
は
党
の
院
内
グ
ル
ー
プ

を
構
成
す
る
。
院
内
グ
ル
ー
プ
の
最
高
議
決
機
関
は
議
員
総
会
ひ
q
≡
薯
ヨ
馨
雲
で
あ
り
、
議
会
開
会
中
は
週
　
回
（
火
曜
日
）
開
か
れ

る
。
院
内
政
党
の
頂
点
に
は
議
長
団
と
評
議
会
8
円
霞
。
①
言
①
轟
◎
が
位
置
し
て
い
る
。
議
長
団
は
一
人
目
議
長
（
つ
ま
り
党
首
）
と
一

人
も
し
く
は
二
人
の
副
議
長
で
構
成
さ
れ
る
。
議
長
（
党
首
）
は
そ
の
資
格
に
お
い
て
議
員
総
会
を
指
導
す
る
が
、
党
則
に
明
記
さ
れ
た

特
別
な
業
務
は
な
い
。
公
式
に
は
、
院
内
政
党
活
動
の
執
行
は
党
首
と
数
名
の
選
出
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
る
評
議
会
が
行
な
う
（
社
民

党
の
場
合
は
、
活
動
委
員
会
と
評
議
会
）
。
評
議
会
の
業
務
は
、
ω
議
員
総
会
の
準
備
、
②
院
内
各
委
員
会
の
委
員
選
出
の
た
め
の
候
補
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者
の
提
案
、
㈹
党
動
議
と
し
て
提
出
を
望
ん
で
い
る
動
議
の
承
認
、
で
あ
る
（
竃
象
ω
u
U
餌
o
r
同
㊤
◎
。
9
ω
．
O
α
）
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
政
党
は
政
策
機
関
と
し
て
、
行
政
省
、
院
内
委
員
会
の
構
成
に
対
応
す
る
形
で
、
院
内
政
党
内
に
各
種
委
員
会
を
設
置
し

て
い
る
。
例
え
ば
穏
健
統
一
党
は
次
の
委
員
会
を
設
置
し
て
い
る
。
憲
法
・
法
律
委
員
会
犀
8
ω
葺
三
6
頃
甲
。
魯
団
α
q
吋
。
ヨ
巨
詳
ひ
P
財

政
委
員
会
h
響
き
ω
閃
。
日
9
一
＃
Φ
戸
防
衛
・
外
交
委
員
会
h
曾
ω
＜
碧
ω
－
o
。
げ
三
心
誤
Φ
ω
犀
。
ヨ
∋
一
首
ひ
戸
社
会
委
員
会
ω
0
9
巴
屏
。
∋
巳
け
＄
P

教
育
委
員
会
£
玄
寄
口
昌
σ
q
路
。
ヨ
暮
露
9
”
交
通
委
員
会
茸
鑑
騨
犀
。
ヨ
巳
一
審
P
農
業
・
環
境
委
員
会
宣
a
σ
目
白
甲
o
o
げ
ヨ
一
二
〇
轟
国
許
甲

匿
。
ヨ
ヨ
葺
ひ
p
産
業
委
員
会
昌
騨
ぎ
σ
q
ω
吋
。
旨
ヨ
一
耳
ひ
戸
自
治
委
員
会
9
＜
一
貯
。
黒
星
一
着
9
・
。

　
こ
う
し
た
活
動
を
調
整
す
る
機
関
と
し
て
、
事
務
局
冨
コ
ω
一
一
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
事
務
局
は
、
幹
事
長
も
し
く
は
事
務
局
長
に
よ

っ
て
指
導
さ
れ
一
〇
～
二
〇
名
の
ス
タ
ッ
フ
を
か
か
え
て
い
る
。
国
庫
か
ら
事
務
局
補
助
金
が
出
る
よ
う
に
な
っ
て
以
来
、
ス
タ
ッ
フ
の

数
は
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。
最
近
の
選
挙
で
四
％
以
上
の
得
票
率
を
獲
得
し
た
政
党
に
は
、
基
礎
補
助
金
と
し
て
年
間
一
五
万
ク
ロ
ー

ネ
、
が
与
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、
政
権
政
党
の
場
合
は
、
議
員
一
人
当
り
年
間
一
、
○
○
○
ク
ロ
ー
ネ
、
そ
の
他
の
場
合
は
三
、
○
○
○

ク
ロ
ー
ネ
の
割
合
で
追
加
補
助
金
が
与
え
ら
れ
る
。
八
二
～
八
三
年
会
計
年
度
で
、
こ
の
事
務
局
補
助
金
は
合
計
六
一
一
万
ク
ロ
ー
ネ
に

達
す
る
（
勾
涛
巴
超
魯
ω
≧
ω
σ
。
閃
H
㊤
。
。
邸
＼
。
。
9
ω
．
ω
ω
刈
）
。
政
党
へ
の
公
庫
補
助
制
度
、
新
聞
へ
の
国
庫
補
助
制
度
、
青
年
組
織
へ
の
国

庫
補
助
制
度
と
合
わ
せ
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
党
政
治
の
重
要
な
補
助
制
度
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
、
全
国
政
党
と
院
内
政
党
の
関
係
に
言
及
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
国
民
党
の
党
則
に
は
、
全
国
組
織
と
の
関
係
で
院
内
政
党

の
地
位
に
触
れ
た
個
条
は
一
切
見
当
ら
な
い
。
院
内
政
党
は
、
そ
の
行
動
報
告
を
例
え
ば
、
全
国
党
大
会
に
見
せ
る
必
要
は
な
い
し
、
ど

の
政
党
機
関
も
院
内
政
党
の
行
動
報
告
を
調
査
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
院
内
政
党
は
全
国
大
会
に
対
し
て
す
ら
責
任
を
持
た

な
い
の
で
あ
る
（
〉
『
昌
O
　
出
惟
一
く
ρ
同
ω
O
口
曽
　
同
O
o
o
笛
．
　
ω
●
　
匪
㊤
り
　
｝
（
9
望
1
＜
一
一
ゴ
O
一
5
P
　
♂
く
一
冨
ρ
〈
一
〇
9
1
　
O
け
　
ρ
一
噂
　
H
O
刈
N
．
　
ω
・
ら
ω
）
。
穏
健
統
一
党
の
党
則
も
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院
内
政
党
に
言
及
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
通
例
と
し
て
、
院
内
政
党
は
そ
の
活
動
を
全
国
党
大
会
に
報
告
し
て
い
る
。
報
告
を
提
出
す

る
が
全
国
党
大
会
に
対
し
て
責
任
を
持
た
ず
と
い
う
関
係
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
今
一
つ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
政
党
で
あ
る
中
央
党
の
場
合
に
も

当
て
は
ま
る
。
中
央
党
院
内
グ
ル
ー
プ
が
党
員
に
対
し
て
持
つ
唯
一
の
具
体
的
義
務
は
全
国
党
大
会
に
活
動
報
告
を
提
出
す
る
こ
と
で
あ

り
、
責
任
に
つ
い
て
は
党
則
に
一
切
記
述
が
な
い
（
頃
国
ギ
≦
ぎ
①
ぎ
芝
ぎ
ρ
≦
ω
ゴ
①
g
朗
お
蚕
ω
」
①
O
）
。
左
党
共
産
党
も
こ
れ
と
同

じ
で
あ
る
。
党
則
に
よ
る
と
、
院
内
グ
ル
ー
プ
は
毎
年
そ
の
活
動
を
正
式
に
報
告
し
、
そ
れ
を
三
年
毎
に
開
か
れ
る
全
国
党
大
会
で
処
理

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
院
内
グ
ル
ー
プ
が
全
国
政
党
、
例
え
ば
全
国
党
大
会
に
対
し
て
責
任
を
負
う
と
い
う
記
述
は
な
い
　
（
紫
餌
ギ

≦
ぎ
①
一
ヨ
共
寝
ρ
く
一
ω
戸
2
9
一
り
お
謬
”
ω
’
卜
。
。
。
刈
）
。
社
民
党
は
、
逆
に
、
党
則
で
、
院
内
政
党
が
全
国
党
大
会
に
対
し
て
責
任
を
負
う
こ

と
を
明
確
に
し
て
い
る
。
院
内
政
党
は
全
国
政
党
の
執
行
部
年
次
大
会
に
報
告
を
提
出
し
、
執
行
部
が
次
年
度
の
全
国
党
大
会
で
そ
れ
を

報
告
・
説
明
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

連合政治の組織論的分析

G
　
党
首
用
母
試
自
自
h
曾
碧
畠
。
戸
弓
舘
酔
出
巴
舘
①
昌

　
党
首
は
、
院
内
政
党
の
議
長
で
あ
り
、
全
国
政
党
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
首
相
も
し
く
は
首
相
候
補
で
も
あ
る
。
マ
ス
．
メ
デ
ィ
ア
の

発
達
に
伴
な
っ
て
党
の
顔
（
カ
リ
ス
マ
性
）
と
し
て
の
重
要
性
が
増
大
し
て
い
る
が
、
　
《
リ
ー
ダ
ー
使
い
捨
て
》
の
マ
ス
．
コ
、
、
、
時
代
に

あ
っ
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
党
首
は
独
特
の
地
位
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
地
位
の
安
定
性
は
圧
倒
的
で
あ
る
。
原
則
と
し
て
、
一
度
選
出

さ
れ
た
ら
、
自
発
的
に
退
任
す
る
か
、
病
気
に
で
も
な
ら
な
い
限
り
《
争
わ
れ
ざ
る
リ
ー
ダ
ー
》
と
し
て
の
地
位
を
享
受
で
き
る
。
党
首

放
逐
の
陰
謀
も
あ
ま
り
な
い
し
、
選
挙
で
の
敗
北
が
直
接
、
引
責
問
題
に
ま
で
発
展
す
る
こ
と
も
、
原
則
と
し
て
な
い
。
T
．
エ
ル
ラ
ン

デ
ル
、
B
・
オ
リ
ー
ソ
の
二
三
年
間
、
G
・
ヘ
ド
ル
ソ
ド
の
二
二
年
間
、
P
・
A
・
ハ
ソ
ソ
ソ
の
一
＝
年
間
な
ど
、
西
欧
議
会
政
治
の
一
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表15：各党の歴代党首（1930年代～）

《穏健統一党》

G6sta　Bagge
Fritiof　Dom6
Jarl　Hjalmarson

Gtmnar　Heckscher
Yngve　Holmberg
Gδsta　Bohman
Ulf　Adels（．）hn

1935－44
1944－50
1950－61

1961－65
1965－70
1970－81
1981一

1935－44
1944－67．

1967－69
1969－75
1975－78
1978－83
1983一

1934－39
1949－71
1971一

1925－46
1946－69
1969一

く国民党》

Gustaf　Andersson　i　Raslδn
Bertil　Ohlin

Sven　Vいed6n

Gunnar　He16n
Per　Ah【mark
Ola　Ullsten

Bengt、Vesterberg

《中央党》

Axel　Pehrsson　i　Bramstorp

Gunnar　Hed！und
Thc｝rbjδrn　Falldi11

《社民党》

Per　Albln　Harlsson

Tage　Erlander
Olof　Palme

1936－51
1951－64
1964－75
1975一

《左党共産党》

Sven　Linderot

Hilding　Hagberg
C－H．Herlnansson
Lars　、Verller

般
的
常
識
で
は
考
え
難
い
党
首
在
任
期
間
で
あ
る
。

こ
う
し
た
慣
行
は
、
政
権
担
当
意
欲
の
旺
盛
な
指
導

者
と
合
致
し
た
時
、
特
定
の
人
物
に
権
力
が
集
中
し

て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
。
八
○
年
代
に
入
っ
て

0
・
パ
ル
メ
の
強
引
な
リ
ー
ダ
」
シ
ッ
プ
が
市
民
の

批
判
を
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
が
、
「
大
統
領
パ
ル
メ
」

（
↓
α
帥
α
q
霞
》
Z
『
・
癖
S
お
Q
◎
望
ω
・
①
為
）
と
批
判
さ

れ
て
も
、
そ
の
地
位
は
政
党
慣
行
に
守
ら
れ
て
安
泰

で
あ
る
。

　
（
一
九
八
三
年
一
二
月
三
一
日
毎
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
）
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